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:

・
:

・

債
値

の
類

型

と
個

性

・

鷲

鶴

肚
會
改
造

哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

本
邦
自
殺

の
男
女

別

:

・

時

外
㎜

税
法

の
新
改

正
を
論
ず

遜
明

と
国
力

・
・

法
學
簿
士

女

學
博
士

法

學

士

●
文
學
博
士

.
法
學
榑
士

餅 米 恒 高 紳

耀 藤田戸
静 太 保 正

治 郎 赤 馬 雄

・
注
學
浦
士

小

川

郷

太

郎

・
法
學
博
士

山

本

美

越

乃

鉛
叫

　兜

水
戸
烈
公
の
穀
物
政
策

…

法
學
±

中

世

末
期

に
於
げ
る
村

落

の
結

合

を

論
ず

・

雑

}薪

炭
鑛
勢

働
者

の
生
計

・

笛
…易
李
均
法

に
就

い
て
.

本
庄

榮
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耶

牧
野
信
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助

.
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學
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「

難

鋒

炭
坑
労
働
者
の
生
計

炭
坑
勢
働
者

の
生
計

河

田

嗣

郎

一

我
國
に
於
け
る
鑛
業
勢
働
者
中

に
在

っ
て
は
、

炭
坑
勢
鋤
者
は
其
数

の
土
か
ち
見
て
最
も
重
要
な
る
地

位
を
占
め
て
居
る
ε
謂

っ
て
差
支
な

い
で
あ
ら
う
。
從

て
炭
坑
勢
働
者
の
買
然
を
経
済
的
並
び
に
肚
會
的
諸
方

面
か
ら
観
察
す
る
こ
ご
は
、
甚
だ
必
要
で
叉
興
味
あ
る
.

所

ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
囲
。
藪

に
禍
ぐ
る
所
の
も
の
は

固
よ
b
全
豹
の
.一
斑
た
る
に
過
ぎ
繍
が
、
炭
坑
勢
働
者

第
十
六
巻

(第

五
號

一
四
六
)

八
七
入

の
纒
濟
賞
状
を
窺

ふ

一
端
こ
し
て
、
私
が
先
頃
幅
岡
縣

田
川
の
三
井
鑛
業
所
を
訪
れ
把
際
得
た
材
料
を
其
儘
捨

て
る
も
憎

い
氣
が
す

る
ま

、
に
拾
録
す

る
次
第
で
あ
る

此
の
生
計
費
に
關
す

る
調
査
は
三
井
鑛
業
所
で
は
毎

月
作
製
せ
ら
れ
て
居

る
の
だ
が
、
藪
に
は
π
ゴ
昨
年
九

月
に
於
け
る
も
.の
を

一
つ
だ
け
掲
げ
て
置
く
。
九
月
を

邊
む
だ
ざ
い
ふ
こ
ε
に
何
の
理
由
も
な

い
。
た
貰
そ
れ

が
私
の
得
π
材
料

の
中
で
新
し
い
も
の
だ

っ
た
か
ら
で

あ
る
。

先
づ
大
.止
十

↓
年
九
月
に
於
け
る
同
所
の
勢
働
者
三

十
家
族

に
就
い
て
、
其

の
生
活
費
支
出
額
を
其

の
重
要

な
る
項
目

に
分
類

し
て
其
の
實
額
ε
各
費
目
の
総
支
出

に
罰
す
る
千
分
比
ε
を
示
し
た
も
の
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の

通
り
で
あ
る
。

第

一
表

支

出

費

目

別

調

「

■



怪

宅

費
一
四
、

金

H「
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、
旦
E、

養
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薪

燈
火

(

δ乱

】
、

六

ち

】
一
、

薦

一
、

盈

五、・
三

O
穴
倉

微

服
身

延H叩費

巽、
豊
七

三
六
四

碧

δ一

三、

玉

書六
6
、

聲
〔

盟

藥

費
暫【
、

三

〇
、

六
三
∩

(
、

三
六

一

δ
嬰

二
、

九
三

O
、

四(
八

有

見

費

き
天

0
、

四翼

δ、

容
一
、

胃E

五一
、

^
、

六
ゼ

[

西
盟

焚

隙

費
「
三
、

西

四
、

四
二八

蓋
、

四
二

　
、

尋
圏、
言

四
δ
署

.
早

樂

四
、

穴
O

0
、

空
0

四
、

三
六

・
、
五

三

[

=、

蓋
o、
四

穴

貯

金

=

δ
D

二
、

四

8

二
R

8

=
、

吾
　

ゼ、

呂
一
、

港
O

雑

費

き、

蚕
四
、

一
〇{r

三
二

三
E

浜
、
五

÷
二、
六
。
=

三
・一

食

計=
倉
、

。
.一

悪
、
四
曾
{ハ
究、

…、

壽
男、
・

會、

皇 】「六
、　・
=

、亙

一七
-。
四

　
、塁

翼
、宍
　

五
、
老

四
、
呂
九

(
、≡
ヨ

三
口
、空

売

、五
蔓

置

・

第

一
表
に
於
て
各
支
出
項
目
に
於
け
る
費
用
が
総
支

出

に
射
し
て
有
・つ
歩
合
を
三
十
家
族
合
計
に
依
て
算
出

し
定
所
に
就
い
て
見
る
に
、
飲
食
物
費
が
四
割
三
分
六

厘
を
占
め
総
費
用

の
殆
ん
ボ
牟
に
達
せ
ん
ε
し
て
居
る

の
は
マ
比
較
的
に
牧
人
額
の
少
き
炭

坑

勢

働
者

の
生

計
調
査
に
表
は
れ
た
結
果
ε
し
て
は
何
の
不
思
議
も
奪

い
o
之
を
都
會

に
於
け
る
勢
働
者
が
飲
食
物
費

ご
し
て

支
出
す
る
所
が
総
支
出
に
劃
し
て
有
す

る
歩
合
に
比
較

難
.
錐

炭
坑
労
働
者
の
生
計

一
、・
・÷

=
、
註

四
、・尋

塁

「

五
、
垂

悪

、湘
四

三

・皇

・西

一豊

、
天

元

、突

★

賞

美

、究

(
"、
(
四
八

颪ヨ

す

れ
ば
や

、
低
き

に
居

る
位

で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
由
[間

藤

舞

藩

儒
か
ら
　

霧

暑

な
い

の
ε
地
方

}
般
の
物
償
關
係

ご
今

一
っ
に
は
叉
↓二
井
鑛

.

業
所
に
は
購
買
曾
の
設

も

あ

り

飲
食
物
が
比
較
的
安

償
に
得
ら
れ
る
の
ε
に
因
る
こ
ご
で
あ
ら
う
。
試
に
大

阪
市
第
働
調
査
報
告
に
示
さ
れ
π
所
を
見

る
に
、
五
十

圓
以
上
七
十
圓
以
下
位
の
月
牧
人
を
有
す

る
者

に
在

っ

て
は
、
食
料
の
歩
合
は
総
支
出

の
五
割

一
分
嘱
に
な
つ

一

策
十
六
報
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五
號

「
四
七
)
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七
九
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雑

録

炭
坑
労
働
者
の
生
計

て
居

る
。
.
.
本
誌
此則
號
所
猛
軌
の
濁
痴逓
高
等
官

の
生
計
費
調

査
に
照
し
て
見
る
も
、.
近
時
食
料
費
歩
合
は
や
は
り
四

割
二
歩
内
外
に
な

っ
て
居
る
。

次

に
住
宅
費
は
僅

か
に
五
分

一
厘
で
之
は
た
し
か
に

都
會

地
方
の
勢
働
者
の
之
が
鱈
め
に
費
す
所

に
比
し
て

小
さ
い
、。
そ
れ
は
固
よ
り
土
地
柄
に
よ
る
こ
ξ
だ
が
、
一

つ
に
は
肚
宅
が
供
給
さ
れ
て
居

る
か
ら
で
め
る
。
次
に

薪
炭
燈
火
費
が
著
し
く
少
額
(
一
分
六
厘
)
に
な

っ
て
屠

る
が
、
之
鳳
炭
坑

一
般
に
石
炭
が
頗
る
安
濃
に
供
給
せ

ら
れ
.燈
火
も
會
砒

か
ら
安
濃
に
配
給
さ
る
、
に
依

る
。

若
し
か
＼
る
事
情
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
燃
料
費
は
大
抵

総
支
出
の
五
分
弱
位
に
及
ぶ
で
あ
ら
う
。
次
に
被
服
身

延
品
費
(
　
割
三
分

一
厘
)
は
少
し
多
額
の
や
う
で
あ
る

大
阪
市
の
調
査
で
は
凡
そ
八
分
強
位
に
も
か
な

っ
て
居

ら
絵
。
凋
逸
高
等
官
生
計
費

に
表
は
れ
た
所

ε
伯
仲

の

問

に
在
る
所
か
ら
見
て
も
、
炭
坑
勢
働
者
は
住
の
方
面

に
費
用
が
少
く
て
す
む
所
か
ら
、
や

、
衣
の
方
面

に
金

を
.費

ふ
も
の
ビ
見

て
よ
い
で
め
ら
う
。
次

に
交
際
費

の

.

第
二
表

牧

支

第
十
六
巻

(第
五
號

一
四
入
)

八
入
Q

山
八
分
八
厘
も
決
し
て
少

い
方

で
は
あ
る
ま

い
。
最
後
に

貯
金
(
三
分
)
は
先
づ
普
通
で
決
し
て
此
種
階
級
の
勢
働

者
こ
し
て
我
国
の
現
状

に
於

て
少
い
方

ε
は
謂

へ
阻
。
・

何

は
生
計
費
A
ロ
計
額

に
於
て

↓
世
帯
牛
角
額
が
、
家

族
員
数
の
増
加
す

る
に
從
ひ
三
人
暮
五
十
七
圓
飴
、
四

人
暮
八
十
.七
圓
餓
、
五
人
暮
七
拾
五
圓
弱

、
⊥
八
人
暮
百

八
圓
弱
、
七
人
暮
百
十
七
圓
鯨
、
八
人
暮
百
四
十

一
圓

弱
こ
い
ふ
風
に
増
加
し
て
居
る
の
は
普
通
先
づ
そ
ん
な

も
の
で
あ
ら
う
、
た
ゴ
表
中
四
人
暮

の
八
十
七
圓
飴
に
・

.

劃
し
て
五
人
暮
.七
十
五
圓
弱
ご
な

っ
て
居

る
の
は
、
調

査
に
用
ゐ
ら
れ
た
家
庭

に
多
少
異
常
的
な
事
情
を
有
す

る
も
の
、
含
ま
れ
て
居

π
爲
め
で
、
主
ε
し
て
は
四
人

暮

の
方
に
於
て
被
服
費

ご
讐
樂
費
ご
雑
費

ビ
が
多
過
ぎ

た
が
爲
め
ビ
見
ら
れ
る
。

二

次
に
各
世
帯
に
於
け
る
岐
入
ε
支
出

ε
の
關
係

に
就

き
、
世
帯
主
の
牧
人
、

一
家
の
全
牧
人
、

一
家

の

全
支
出
、
古
祠
種
牧
人
ε
支
出
こ
の
歩
合
關
係
等
を
示

せ
ば
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

調
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二 盒 蓋
湘
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呈
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.
備
考

・此

の
第
二
表
に
就

い
て
見

る
に
、
最
も
著
明
に
眼
に

つ
く
こ
ご
は
、
世

帯
に
於
.け
る
主
人
牧
人
が
割
合

に
少

し
世
帯
主
以
外
の
者
の
牧
人
が
前
者

の
二
倍
以
上
甚
し

き
は
四
倍
に
も
及

ぶ
も
の
あ
お
こ
ε
之
で
あ

る
。
即
ち

三
人
暮
世
帯
に
在

っ
て
は
世
帯

王
の
牧
入
四
十

一
圓
飴

で
世
帯
⊥土
以
外

の
者
の
牧
.入
十
二
圓
、
・四
入
幕
に
於
て

四
十
.四
圓
封
五
十
こ
圓
、
五
人
暮
に
於
て
三
十
二
圓
野

四
十
七
圓
、
六
人
暮
に
於
て
七
十
三
圓
封
六
十

一
圓
、

雑

録

炭
坑
勢
働
者
の
生
計

箏
均
世
帯
圭
雅
入
及
ビ
畢
均
世
帯
全
攻
八

二
封

入
ル
平
均
支
醜
類

/
割
倉

ハ
取
入

}
二
封
ス
ル
支
出
ノ
制
令
チ
示
ス
.

七

人
暮

に
於

て
三
十
九
.圓
樹

八
十

三
圓
、

八
人
暮

に
於

て
は
二
十
四
圓
封
七

十
八
圓

ε
い
ふ
有
様

で
あ
.る
。
此

.

の
事
情

は
炭
坑

勢
鋤

に
在

っ
て
は

一
家

の
主

人
ε
共

に

妻

も
雇
傭

労
働

に
従
事

し
息
子
や

娘

も
亦
共

に
働

き

,

響
動

が
飴

り
熟
練

を
要

せ
ざ

る
力
仕

事

た

る

が

爲

め

に
、
荷

も
勢
働
能
力

あ

る
者

は
皆
出

で
て
稼
ぐ

こ
ε
が

出

来
、
事
實

そ
ん
な

の
が
.多

い
か
ら
然

る
.も

の
た

る
に
、

外

な
ら

諏
。

、

、

第
+
六
巻

〔第
五
號

「
四
九
)

八
入

一
.
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雑

録

炭
坑
労
働
者
の
生
計

そ
こ
で
表
中
世
帯
主

の
李
均
岐
入
に
謝
す

る
卒
均
支

出
額

の
割
合
及
び
世
帯
杢
牧
人
卒
均

に
封
ず
る
李
均
支

出
額

の
割
合
に
就

い
て
見
る
に
、
世
帯
主
の
牧
人
だ
け

で
は
支
出
の
総
額
を
支
辨
す
る
に
足
ら
す
、

　
家
員
数
.

の
多

き
も
少
き
も
即
ち
何
人
暮

の
世
帯
に
於
て
も
支
出

は
吸
入
以
上
に
及

び
少
き
も
四
割
方
多
き
は
五
十
割
近

く
も
後
者
は
前
者

に
超
過
す
る
有
様

に
め
る
。
然
る
に

之
を

一
家

の
全
敗
入
ξ
支
出
額
ε
の
割
合
に
於
て
見
れ

ば
、
支
出
が
牧
人
以
上
に
人
な
る
も
の
は
僅
か
に
三
人

暮

の
所

ε
八
人
暮
の
所
ε
だ
け
で
あ

っ
て
、
然
か
も
其

差
は

一
割
足
ら
ず
ご
四
割
足
ら
ず

ε
に
過
ぎ
ナ
、
其
他

四
人
暮
以
上
土
入
暮

ま
で
の
所

に
於
て
は
支
出
額
は
牧

・入
額
よ
b
も
少
(
、
凡
そ
牧
人
額
の
五
分
か
ら

】
割
位

は
牧
人
が
支
出
に
超
過
す
る
有
様

に
あ
ろ
。
.三
人
暮
で

牧
入
の
支
.出

に
足
ら
な
い
の
は
働
手
が
少

い
爲
め
で
あ

第
十
六
巻

(第
五
號

一
五
〇
)

入
八
二

り
、
入
入
幕

で
牧

人
の
足
ら
な

い
の
は
ま

だ
幼
少

の
子

供

で
も
多

い
ε

い

っ
た
や
う
な

こ
ε
で
、
働

手

に
饗

し

て
食
手

の
多

い
爲

め
ε
見

る
郷
は
な

い
が
、

ご
も

か
く

四
人
暮
以

L⊥
七

人
暮
以
下

の
世

帯

に
於

て
π
ε

へ
僅

か

だ
り

蓬
も
収
入
が
支
出

に
溜
過
す

る
は
、
稼
ぐ

に
追
付

く
貧
乏

な

し
ξ

い
ふ
專
.實
を
雄
辮

に
物
語

る
も

の
ε
せ

な

け
れ
ば
な
ら

源
。

然

・し
右
は
三
十

世
帯

を
雫

均

し
て
見

だ
所

に
表

は

れ

た

る
事
撫貫
だ
か
ら

、
之

を
以

て
直

ち

に
實
仙
ハ
然

る
有

様
…

を
現
實

に
示
す

も
の

ε
爲
す

こ
ご
は
出
来

鳳
。
賞

状

ε

し
て
は

か

、
る
雫

均
を
せ
な

い
で
、
牧

人

ξ
支
出

ε
の

過
不
足
を

一
定
金

額
標
準

に
於

て
示
す
所

の
世
帯

数
を

寳
撒

の
ま

、
に
見

る
必

要

が
あ
る
。

そ

の
表

ε
し
て
作

ら

れ
た
る
も

の
は
左

の
通

り
で
あ

る
。

,
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人
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第
三
表

の
示
す
所
に
よ
る
ε
、
世
帯
　土
の
牧
人
だ
け

で
は

一
家

の
支
出

に
不
足
を
告
ぐ
る
の
が
大
多
数
で
、

三
十
世
帯
中
二
十
九
世
帯
は
そ
う
で
め
る
。
然

か
も
就

.

中
二
十
六
世
帯
に
於
て
は
月
額
十
圓
以
上
の
.不
足
を
示

し
て
居

る
。
然
な
に
世
帯
全
牧
人
ε
支
出
額
ε
の
比
較

に
於
.て
表
は
る

、
所
で
は
、
牧
入
の
不
足
せ
る
世
帯
は

雑

録

炭
坑
労
働
煮
の
生
計

占

十
四
世
帯
で
、
然
か
も
十
圓
以
下
の
不
足
を
示
す
も
の

四
世
帯

に
過
ぎ
な

い
で
、
他
.の
十
世
帯
は
十
圓
以
上
の

不
足
を
示
し
て
居
る
。
所
が
他

の
十
六
世
帯
に
在

っ
て

は
牧
入
は
支
出
に
超
過
し
七
世
帯
に
於
て
は
其
の
超
過

額
十
圓
未
満
だ
が
、
九
世
帯
に
於
て
は
十
圓
以
上
ξ
な

っ
て
居

る
。此

の
實
瓶
に
照

し
て
考

へ
ら
れ
る
こ
ご
は
、

第
十
六
巻
.
(第
五
號

】
五
【)

八
八
三
・



.

薙

、鐘

簡

易
李

均
法

(9

H巳
O
℃
.い
冨
O
些
&

)
に
就

て

二
.、家
の
塗
牧
入
を
以
て
し
て
省
ほ
支
出

に
不
足
す

る
も

,の
、
敷
の
比
較
的
に
多
く
、
然

か
も
そ
の
大
多
数
ば
十

.

圓
以
上
の
不
足
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
足
を
示
す
も

の
が
六
入
幕
の
世
帯
を
除
(
外
何
れ
の
大
さ
の
世
帯
に

も
.;

二
世
帯
づ

＼
め
り
.
ε
も
か
一
不
足
を
示
す
世
帯

十
四
の
多
き
に
居

り
、
調
査
世
帯
総
数
三
十

に
撤

し
て

軈
て
其
の
牢
撒
た
る
ご

ビ
之
で
あ
る
。
之
で
は
あ
ま
b

稼
ぐ
に
追
付
く
貧
乏
な
し
ε
も
謂

へ
海
次
第
で
、
人
を

し
て
、
炭
坑
勢
働
者
の
生
計
の
賞
状
の
牧
支
計
算
上
あ

ま
り
良
好
な
ら
ざ
.る
状
態
に
あ
る
を
思
は
し
む
る
に
足

る
も
の
が
あ
る
。
.惟
ふ
に
多
数
勢
働
者

の
家
計
に
於
け

る
貯
金
の
不
可
能
、
引

い
て
勢
働
者
に
謝
す

る

】
般
的

肚
會
保
険
の
必
要
、
」
其
の
保
険

の
構
成
上
に
於
け
る
雇

主
ε
国
庫
ε
の
保
険
費
用

に
封
ず
る
負
撚
の
必
要
等
の

こ
ご
は
、
此

の

一
端
の
實
歌

に
照
し
て
も
考

へ
得
ら
れ

る
で
め
ら
プ,
Q


